
放課後児童クラブの現状と課題

令和６年２月２０日 保健福祉部 こども家庭課

資料２



(１)新・放課後子ども総合プラン
（２０１９～２０２３年度）

➢平成３０年９月１４日 文部科学省・厚生労働省 通知

■待機児童の解消を目指し、２０２３年(令和５年）度末までに

約１５２万人の受け皿を確保

■学校施設を徹底的に活用することとし、新たに開設する放課後児童

クラブの約８０％を小学校内で実施することを目指す

➢令和５年８月３１日 文部科学省・こども家庭庁 通知

■学校施設を有効活用した実施を一層促進するため再通知
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(２) 放課後児童クラブの実施状況

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

児童数 6,875 6,740 6,579 6,500 6,395

利用児童数 2,272 2,185 2,139 1,956 1,985

利用率 33.0% 32.4% 32.5% 30.1% 31.0%
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利用状況 唐津市における待機児童

年度
待機児童数（人）

５月１日 ８月１日

平成３０年度 １６ ５４

令和元年度 ５０ ８３

令和２年度 １２４ ８０

令和３年度 ３１ ５３

令和４年度 ４７ ５５

令和５年度 ５４ ９７

※各年度５月１日現在
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(３)学校施設の活用について

実施場所 クラブ数 割合

学校施設 ２６ ５０．０％

専用施設 １８ ３４．６％

公共施設 ６ １１．５％

地区公民館 ２ ３．９％

計 ５２

実施場所（令和6年1月現在）

※２８校区５２クラブ

■可能な限り学校施設を活用

■余裕教室等がなく学校施設を使用でき
ない場合、近隣の公共施設の活用や、
地区公民館等を借用

■活用できる既存施設がない場合、
専用施設を建設

■令和６年度にはプレハブリースを開始
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『学校施設を活用した放課後児童クラブの運営に係る協定書』の締結
（※資料）

（４）現在の取り組み

■学校施設を管理する教育委員会と、
放課後児童クラブを所管する市長
部局が協定を締結することで、放
課後児童クラブの円滑な運営をめ
ざす。

■本協定に基づく確認事項を作成し、
維持管理や事故対応について申し
合わせを行った。
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（５）今後の課題

■学校外の施設で実施している放課後児童クラブへは、利用児童は
終業後、徒歩で移動している。

■学校は、利用児童にとって移動せず安全に過ごせる場所である
ことを念頭に、学校での実施が可能となる方策を検討する。

■学校、教育委員会、保健福祉部が密に連携し情報共有を図りなが
ら、常に児童にとって最善の環境となるよう努める。


